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研究成果の概要（和文）：文字コミュニケーションについては，Facebook，LINE，PCメール，日本語学習者の作
文を対象に，「文章構造」「言語項目の選択に関わる状況要因」「エモティコンの使用実態，印象評定」「パラ
言語」といった観点から分析，考察した。
音声コミュニケーションについては，「海外の大学で日本語を学んでいる学習者52 名(中級27名，上級25名)
が，協定校である日本国内の大学の日本人大学生に対して行った自己紹介の動画」を対象に，印象評定を行っ
た。
上述の結果を踏まえて，日本語教材，および，日本語教育実践の内容を試作，検討した。

研究成果の概要（英文）：With regard to character communication, we will discuss sentences such as "
text structure", "factor factors related to language item selection", "actual usage of emoticon, 
impression evaluation", "para language" such as Facebook, LINE, PC mail, From the viewpoint, it 
analyzed and considered.
About voice communication, "Self-introductions made by 52 Japanese students learning Japanese at 
overseas universities (27 middle level, 25 advanced level) to Japanese college students in 
universities in Japan which is the agreement school Impression assessment was conducted for the "
animation of".
Based on the above results, we tried and examined the content of Japanese teaching materials and 
Japanese language education practice.

研究分野： 日本語教育
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様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通）	

１．研究開始当初の背景	
日本語教育において「学習者の多様性」とは，
多くの場合「技能実習生」「年少者」「生活
者としての外国人」「看護師」「介護福祉士」
といった「履歴書的な情報の多様性」であっ
た。そして，これまでの日本語教育における
「学習者の多様性への対応」は，新たに派生
した「これまでのノウハウが通用しない学習
者群への対応」であった(小林 2009)。	
	
しかし，履歴書的な情報が同じであっても，
一人ひとりの学習者に目を向ければ，「まじ
めな人」「率直な人」「まわりくどい人」「慇
懃無礼な人」といったように，その個性は決
して一律ではない。また，同一人であっても
「仕事関係のメールでは控えめに伝えたい」
「今日は冗談めかして伝えたい」「この件は，
感情を顕わにして伝えたい」「ふだんは言い
たいことを飲み込んでいるが，今日はあらい
ざらいぶちまけたい」といったように，「個
別，具体の状況における姿勢，志向性」には
多様性が認められる。	
	
これまでの日本語教育においては，こうした
個人内の多様性は，「学習者が日本語のイン
プットやインターアクションの中で経験的
に選び取るもの」あるいは「生身の教師が内
省や経験則によって教授，説明するもの」と
され，シラバス，教材等のデザインにおいて
積極的に配慮されてはこなかった。	
	
松田(2014)は，Facebook のウォールに書き込
まれた誕生日メッセージを分析し，中級レベ
ル以上の若年層日本語学習者の産出傾向が，
日本語母語話者の若年層ではなく熟年層女
性の産出に近いことを明らかにした。このこ
とは，学習者が「私らしい」日本語ではなく
日本語教師の日本語(日本語教師の多数派は
熟年層女性)を産出している可能性を示唆し
ている。	
	
また，研究代表者は 10 年以上にわたり新し
い日本語教育文法の枠組みで WEB	型日本語
教材開発に従事してきた。これまでの研究に
より，状況の絞込みやスキルの切り出しに関
しては一定の成果を得たが，「話す」「書く」
という産出系 2技能の教材作成にあたっては，
「なぜその表現が選び取られたか」の推定に
あたり，明らかになっていないことが多くあ
ることが判明した。その一つが「私らしさ」
の表出のパラメータであり，本研究の鍵概念
となるものである。	
	
＜関連文献＞	
小林ミナ(2009)「留学生の大量増加と日本語
教育」『日本語学(5 月臨時増刊号「多言語社
会ニッポン」)』28(6)，明治書院,pp.215-223.	
松田真希子(2014)「書き手と読み手の属性，
関係性の抽出-Facebook	に誕生日メッセー
ジを書き込む-」『平成 26 年度日本語教育学

会秋季大会予稿集』pp.69-71.	
	
２．研究の目的	
本研究は，「（「話す」だけでなく「書く」も
含んだ）産出の状況」「コミュニケーション
当事者の関係性」「コミュニケーション当事
者の個性や気分」に対応した言語教育につ
いて，理論，および，実践の二つの側面から
考察し，その成果を踏まえた日本語教育実践，
および，日本語教材の試案を作成，検討する
ことを目的とする。	
 
３．研究の方法	
個別技能のデータの収集，分析，スキル抽出
を行う「書くグループ(書く G)」「話すグルー
プ(話す G)」，および，そこで得られた知見
を踏まえて，産出系 2技能に共通する評価タ
グを考察する「分析グループ(分析 G)」，の 3
つのグループ体制で研究を進める	。	
	
書く G が扱うデータは，Facebook に代表され
る大規模 SNS における書き込みである。話す
G が扱うデータは，統制された条件下で収集
された自由発話である。分析 G	は，書く G，
話す G でプロダクト(産出物)，および，その
分析結果に基づき，「私らしさ」に関わる要
因を抽出することにより，それらを踏まえた
日本語教材，および，日本語教育実践の内容
を試作，検討する。理論的考察も行う。	
	
４．研究成果	
書く G	では，	Facebook，無料通話アプリの
1 つである LINE のメッセージ，PC メール，
日本語学習者の作文をデータとした。具体的
には「Facebook のウォールに書き込まれた誕
生日メッセージ 250 通」「Facebook のウォー
ルに書き込まれた料理写真へのコメント」
「留学生と日本人チューターの間でやりと
された 1 ヵ月分の LINE グループのトーク」
「就職活動でやりとりされたメール 79通（母
語話者 54 通，非母語話者 25 通）」「初級日本
語学習者が，文法シラバスの授業の中で書い
た作文約 200 編」「上級日本語学習者が，指
定されたテーマで書いた作文約 500 編」であ
る。	
	
上述のデータを「文章構造」「言語項目の選
択に関わる状況要因」「エモティコンの使用
実態」「エモティコンに対する印象評定」「文
字コミュニケーションにおけるパラ言語」と
いった観点から分析，考察した。	
	
話す G では，統制された条件下で収集された
自由発話を収集した。具体的には「海外の大
学で日本語を学んでいる学習者 52	名(中級
27 名，上級 25 名)が，協定校である日本国内
の大学の日本人大学生に対して行った自己
紹介の動画」である。	
	
上述のデータについて，学習者自身，および，



協定校の学生に対して，印象評価に関するイ
ンタビューを行った。その結果，学習者自身
の自己評価と協定校の学生の評価には相違
が見られた。さらに，その評価には，非言語
要素やコミュニケーションストラテジーな
どが大きく関わっていることがわかった。	
	
分析 G では，上述の結果を踏まえて，日本語
教材，および，日本語教育実践の内容を試作，
検討した。日本語教材としては，自習を前提
とするウェブ教材として，次のようなコンテ
ンツを書けるようになるためのレッスンを
作成した。「待ち合わせに遅れることを伝え
る LINE のトーク」「就職活動で最初に提出す
るエントリーシート」「就職活動で会社説明
会を欠席することを伝えるメール」。また，
理論的な側面については，外国語・日本語教
授法の歴史について，1970 年代に始まったコ
ミュニカティブ・アプローチ以降の流れを総
括し，そこで提唱されている類似のアプロー
チ(機能シラバス，場面シラバス，話題シラ
バスなど)と，本研究のアプローチの差異を
記述することを試みた。	
	
５．主な発表論文等	
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